
8 肉牛生産における温室効果ガス（GHG）削減技術

必須アミノ酸添加によりタンパク質含量を低減した飼料（アミノ酸バランス改善飼
料）の給与により、ホルスタイン肥育牛、交雑種肥育牛及び和牛肥育牛の生産に影響を
与えずに、牛ふん堆肥化時のGHGを大幅に削減できました。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
畜産酪農研究センター 畜産環境研究室・0287-36-0768

・農業分野におけるGHG排出量は全体の
4.2%となっています。

・畜産分野では、家畜ふんの堆肥化時に
発生する一酸化二窒素もGHGの要因であ
り、排出削減が急務とされています。

・GHG排出低減による環境負荷の低減が
期待できます。

・肉用牛へのアミノ酸バランス改善飼料
はJクレジットの方法論とされており、
本技術によるGHG排出削減を収益とす
ることも可能です。

研究課題名：食肉生産における温室効果ガス排出抑制技術の開発と検証

・肉牛生産において、アミノ酸バランス改善
飼料を給与することで、堆肥化時のGHGが
半減しました。

小型堆肥化装置での
GHG測定の様子
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